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外国人留学生歓迎パーティ

本年4月に入学した留学生の歓迎パーティが，

5月20日（水）午後6時から楽友会館において開

催された。

歓迎パーティは，新入学の外国人留学生，関係部

局長及び指導教官等約150名が出席して行われた。

~田知義学生部長の挨拶に続いて，神野博工学

部長の発声による乾杯でパーティが始まり，終始

なごやかな雰囲気のうちに進められ，午後8時頃

閉会した。

なお，新入学した外国人留学生の概況は，次の

とおりである。
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さて，水産資源、は陸上の生物資源とは異なった

数々の優れた特質をもっている。たとえば，種類

が多様で卓越魚種が次々に交代するこ と，栄養段

階の数が多いこと，自然、の再生産力が強いこと，

健康を保つために有用な栄養素をたくさん合んで

いること，淡泊なII者好食品が多いこと，・・・・・数え

あげればきりがなし、。また海洋は，このような水

産資源、の再生産の場であるとともに，有形無形の

計り知れない恩恵を人類に与えてきた。水産資源

の開発 ・焔養 ・利用および海洋環境の保全は，人

JJ［の生存にとって紙めて重要な問題であること

が，世界的に認められてきている。

水産学科は，これらの諸問題に関する基礎研究
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農学部水産学科

水産学科は，昭和22if4月舞鶴市長浜の地に，

!LI海軍潜水艦基地隊跡の敷地と建物を転用して設

置された。 創設当時の困~~な状況については，木

学名誉教授木俣正夫先生が，京大広報 No.243に手

記を寄せられている。昭和47年 5月に本学科は，

新築間もない農学部総合館の南西のーI~~に移転し

た。なお，木学科が移転した跡の施設を利用し

て，民学部附属水産実験所が発足し，水Pr’苧にと
って必要な臨海地での教育 ・研究のために市川さ

れている。

介＞く紹
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とそれをもとにした教育

を，それぞれ異なった特

色をもっ次の4講座でお

こなっている。

く水産化学講座＞

判 闘肱

魚介類を主とした水産

物を対象として，その有

効利用につながる基礎と

応用の諸問題を扱ってい

る。比較生化学的見地か

らの魚介類の筋肉タンパ

ク質，ビタミンおよびフ

ロテアーゼの研究，かま

ぼこ形成能や肉質の死後

ビタミンCの欠乏によって変形したニジマスの脊柱

変化など魚の肉の特性に関する研究のほか，マイ

ワシやオキアミなど利用水準の低い水産資源の高

度利用技術についても研究を進めている。

く水産物理学講座〉

漁業資源 ・培養資源 .if,（＼況などと海洋環境との

かかわりの解明をめざして，次の課題の水産海作

学的基礎研究を進めている。（1）海洋の物:rr-.w境の
防造と小型！生物 ・1'i'T.状物の分布 ・集散。（2）資源生

物の分布 ・ 移出入 ・ ~ミ散および漁場形成と環境構

造との関連。研究方法（主観測 ・採集 ・生態計測 ・

実験 ・資料解析 ・衛星画像解析 ・理論などにわた

り，視向スケールは cmから千kmにまで及んでい

る（表紙写真参照ふ

く水産微生物学講座＞

海Tl・均1mの生態系において，微生物は餌料な
どの生産．や分解をとおして，（也の生物の成長 .1'. 

殖など，生存と深いかかわりをもっている。この

微生物（細菌および徴細藻類）の役割を生理 ・生

態学の商から研究している。このほか，水産食品

の保践にかかわる細菌のとh盟 ・生化学についても

研究している。

く水産生物学講座＞

講座発足以来，魚類 ・底生動物 ・藻類の分類，

形態，生態など， l陥広い分野の研究に力を注いで

きた。現在では魚類資源、の変動機構の解明や，増

養殖技術開発の基礎となる魚類の初期生活史に焦

点を当て，野外調査と飼育実験の両面から研究を

進め，マダイ，ヒラメ ，スズキ，クロダイなどの

仔稚魚の探官形成や，生活様式について新知見を

諸積しつつある。

（農学部）

－－ニ＝ー、一戸J，ニーー、 ;,r..－~孟孟＝、 f之ヨユーニユも 伊ニニーミ 4色、，＝ーミ今一、·~ムー~..，，噌者戸Z

恒己リ

相良悦一（本学名誉教授法学博士）

5月15日逝去， 76歳。昭和9年東京帝国大学法学部卒

業。 25年～27年本学事務局長，33年本学教育学部教授就

任。 47年退官。その間評議員（33年～35年・42年～44

年），東南アジア研究センタ一所長（43年～44年）を歴

任。58年勲二等瑞宝章。専門は教育行政学。

林千博（木学名誉教授工学 ・理学博士）

5月25日逝去，76歳。昭和9年本学工学部卒業。 24年

本学工学部教授就任。50年退官。 44年日本学士院1'.l:(J広

報No.6参照），57年勲二等瑞宝章。専門は電気機器，非

線形工学。
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昭和 62年度創立記念行事

学術講演会及び音楽会の開催

本学では ， 6 月 1 8 日の創立記念日を祝し，下記の学術講演会及び音・楽会を開fli＼~、たします。

木学教職員，学生の来聴を歓迎します。

学術講 演 会

日 時昭和62年 6月16日（火）午後4時～

場所京大会館 101号室

講師太田武男（本学名誉教授）

演題家族法の課題と展望

略歴

1943年京都帝国人ょ学法学部卒業。 1948年本学人文

科学研究所研究員に採用され，以来1949年同研究所

助教授， 1973年同教授，1981年退官，法学博士。

同氏は，京都人a学大学院法学研究科及び法学部に

於て研究帰導にたずさわる一方，同教凌の専攻であ

る民法，特に家族法の理論的，＇~J1E的研究に専念さ

日時

場所

出炎者

演奏曲目

昭和62年 6J:l18日（木）

午後6時開演

音

京都府立勤労会館 中京区烏丸丸太町

下ル（市パス ・地下鉄烏丸丸太町下

車〉

花房II育長（ピアニスト）

J. S.ノ〈 ツノ、 半音階的幻想曲とフーガ
ニ短調 BWV.903

ベートーヴェン ソナタ第14番嬰ハ短調

Op. 27-2「月光」

ショパンスケルツォ第1番ロ短調

Op. 20 

。 パラード第l番ト短調

Op. 23 

ラ ヴェル亡き王女のためのパヴ、7一

ヌ

。 夜のガスパール

楽

れ，「雌婚原因の研究」， 「内線の研究J, 「犬婦の法

fl!J，「親子の法律」等数々の著書がある。

また学界活動としては，日本私法学会，日本社会

学会，日独法学会，国際家族法学会の会員として家

自主法学の国際交流にも尽力された。

さらに， 1957年1月からは京都家庭裁判所調停委

員，1958年1月からは同参与員として，家事事件の

解決にも当たられ， 1971年6月からは，法制審議会

民法部会委員（法務省）に併任となり，民法の改正 ・

立案等の立法作業にも参l面されるなど，研究 ・教育

上はもとより， ~ll；：会 ・ 法官iにも大きな功~（を残され

ている。

』』
コz

演奏者略歴

東京生まれ。3歳よりピアノを

始める。 1968年桐明学園高校ピア

ノ科入学，井口愛子氏に師事。

1971年高校を首席卒業。フランス

政府給資制学生としてパリ国立音

楽院入学。ピアノをピエーノレ ・サ

ンカン氏に，室内楽をジャン ・ユ

ボ一氏に学ぶ。 1974年シフラ国際

ピアノコ ンクーノレ特］JI]日：及びアレックス ・ド・ブリ

エスrt受:D：。以後国際的な:D:を数多く受賞。演奏活
動においても，日本国内はもとよりフランス，スイ

ス，東ドイツ，ポーランド等に招かれ絶賛を受ける

など現在円本を代表するピアニストとして注目を集

めている。

入場無料

備考職員証又は学生証を持参して下さし、。

定員1300名先着順とします。

（学生部）
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昭和 62年度入学試験諸統計
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（備考） 1）法学部B・経済学部の下段は，外国学校出身者のための入学者選考を示す。

2）合格者数には追加合格者を含む。

3）合格者最高点 ・ 最低点（総点）は 3 月 18円の合格者発表時のもので，法学部 ・ 経済＇.＇：＇｛：’mの外国ヴ：校／J~

身者のための選考を除く。

2. 志願者・入学者 出身高校所在都道府県別調
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（備考） 外国学校出身者のための選考を含む。

法学部・…・・志願者 52名，入学者 12名

経済学部…・・ // 43名， グ 4名
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3. 志願者・入学者入学資格取得年別調
倹…入学資格検定合格者，専…高等専門学校出身者
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